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概要 

  
鹿児島県あまみ島嶼地域は 100 歳以上の長寿者の割合は多いものの、平

均寿命は長くなく、特に男では１～２歳短い。この平均寿命に最も寄与してい

るのは中年男性の高い死亡率であり、日本人全体における死亡率の 1.5 倍

である。これには医療も含め様々な要因が関与しているが、急激な生活習慣

の変化も大きく関わっている。離島は社会経済的背景の影響が大きく出やす

い特徴を持っており、大洋州の島嶼地域でもグローバル化の影響で糖尿病

を始め生活習慣病（NCDｓ）が増加しつつある。 
 私達は、日本多施設共同コーホート（J-MICC）研究のフィールドの１つとし

て、鹿児島県あまみ島嶼地域と本土地域で疫学研究を2005年から展開して

いる。 
 本セミナーでは、１）島嶼地域における記述疫学、２）分析疫学としてのゲノ

ムコーホート研究について、その中間的結果も含め、紹介する。地域におけ

る疫学研究の方法や役割について理解を深めてもらえば幸いである。 
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